
編集後記 

 新年、明けましておめでとうございます。 

 令和になって初めての新年を迎えました。「昭和」「平成」「令和」

と３時代を生きていると思うと感慨深いものがあります。更に以前の

「明治」「大正」の時代より生きてこられた諸先輩方に

は、ただひたすらに敬意と感謝を申し上げる次第です。 

 今年は夏季オリンピック・パラリンピックが東京で開催

され、間違いなく記念すべき年の幕開けとなりそうです。

新しい時代が、前向きで輝かしく楽しい未来であります

よう、心よりお祈り申し上げます。 

 本年もよろしくお願いいたします。 

  次回の新聞発行は、 

 ２０２０年５月の予定です。 

外来診療時間のご案内 

※ 開催日時・詳細ついては、公式ウェブサイトのﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞに 

  於いて、随時お知らせいたします。 

イベント開催予定情報 
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４月  ８日(水） 春祭り （今井病院２号館ロビー） 

内 科 月～金  ９：００～１１：３０ 

内 科 

（もの忘れ外来） 

金 
（要予約） 

１３：３０～１６：３０ 

整形外科 火 １４：００～１６：３０ 

休診日  土・日・祝祭日、年末年始（12/30～1/3） 

 

健康診断  

（要予約） 

 企業検診・個人検診・半日ドック 

 特定健康診断 

※ 都合により変更になる場合もあります。詳細については、下記の 

   連絡先までお問い合わせください。 

リハビリテーション部 通信 

 『 転倒予防について 』 

 皆さんは、自宅でつまずいて、コケた経験はありますか？ 

 コケる＝転倒するという事は、非常に深刻な状態に陥る可能性

があります。自宅における転倒は、頻回に起こっており、地域に住ん

でおられる高齢者１，０００人に１人が

毎日コケています。 

 つまり当院のある猪名川町では、

６５歳の方が９，０８５名(２０１９年１１月

末)いらっしゃるので、予測値ですが

この町内で、毎日９名程度が転倒さ

れていると考えられます。若い方が

コケても怪我をされる確率はそれほ

ど多くないのですが、高齢者になる

と全転倒の３分の２の方が、何かしらの怪我(骨折を含む)や打撲を

受けています。コケた事により、普段の生活が行えなくなり、途端に

日常生活が行えなくなる可能性があります。その為、転倒予防に取

り組む事が非常に重要です。 

 転倒予防は、何が有効なのか。３点が言えると思います。 

 １点目は、転倒しにくい環境を作る事です。自宅

での転倒は、庭、リビング、階段、寝室の順に起こっ

ています。重大な怪我に繋がるのは、やはり、庭と

階段ではないでしょうか。 

 庭での転倒例では、縁側から降りる時・上がる

時、飛び石を歩くとき時などがあるようです。年齢

に応じて庭の使い方や整備の仕方(子どもに任せ

るなど)を検討されてもいいのかもしれません。ま

た段差など階段には手すりなどを積極的に取り付け、すべらない

マットなどを設置するのもお勧めです。 

 ２点目は日頃から筋力とバランス感

覚を鍛える事です。 

 特別な事をする必要はありません。

日々、散歩をするなど日課として行え

る事をなるべく長い期間する事がよい

かと思います。散歩に自信がないので

あれば、座った状態で足を上げるなど

でも、構いません。毎日、足をしっかりと

動かす事が重要です。 

 ３点目は、自分の履いている靴や靴下が合っているものか見直

してください。 

 フローリングを靴下で歩いていると滑ったなども聞く事がありま

す。滑りにくい靴下等も市販されています。また靴も自分の足の大

きさに合ったものでないと転倒の危険性は高まります。 

 今回は、転倒予防について、お伝えしました。 

 皆様が転倒で怪我無く、健やかな日々をお過ごしになりますよう

お祈り申し上げます｡ 



看護部 『2020年の抱負』 検査科 通信 

 今井病院には、「障害者病棟」「回復期リハビリ病棟」があります。 

 障害者病棟では、慢性的に病気を持ち医療が継続的に必要な患

者さま、回復期リハビリ病棟では、自分でできる

ことを増やしてもらって地域へ帰っていただく患

者さまの受入れを行っています。 

 看護部は、患者さまにとって入院は日常のこ

とではないことを意識して、個人が尊重され適

切な医療・看護を受けることができる環境、その

人が望む療養環境を提供することができるよ

う、日々努力していきます。患者さま、ご家族さま

を中心に専門職が連携してチーム医療を推進

していきます。      

        （看護部長  溝口 宏美） 

 

『 

ブ
レ
ス
ト
ケ
ア
と
乳
が
ん
検
診 

』 

 
今
、日
本
女
性
の
１１
人
に
１
人
が
乳
が
ん
に
か
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。乳
が
ん
に
な
ら
な
い
と
い
え

る
人
は
１
人
も
い
ま
せ
ん
。残
念
な
が
ら
、現
在
乳
が

ん
の
予
防
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、早
期
発
見
で

あ
れ
ば
、約
９０
％
の
人
が
治
癒
し
ま
す
。
早
期
発
見

の
た
め
に
、セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
や
検
診
が
大
切
で
す
。 

 

検
査
に
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
や
超
音
波
音
波
検

査
が
あ
り
ま
す
。 

 

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、小
さ
い
し
こ
り
も
写
り
ま
す

が
、乳
が
ん
の
初
期
症
状
の
一
つ
の
石
灰
化
を
写
し
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。超
音
波
は
、数
ミ
リ
の
手
に
触

れ
な
い
し
こ
り
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。最

近
で
は
血
流
や
し
こ
り
の
硬
さ
を
み
て
良
悪
の
判
断

を
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
に
よ
る
定
期
的
な
検
診
（
４０
歳
以
上
２
年
に
１

回
）と
一
緒
に
毎
月
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
（自
己
検
診
）

を
習
慣
に
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

乳
が
ん
は
、身
体
の
表
面
に
近
い
部
分
に
で
き
る
た

め
、観
察
し
た
り
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、自
分
で
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
高
い
が
ん
の
一
つ
で

す
。生
理
が
始
ま
っ
て
１
週
間
後
、乳
房
の
ハ
リ
や
痛
み

が
な
い
、や
わ
ら
か
い
状
態
の
時
に
自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。閉
経
後
の
方
は
毎
月
１
回
、セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
日
を
決
め
て
行
い
ま
し
ょ
う
。 

  

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
（自
己
検
診
）の
方
法 

 
*

指
で
触
れ
て
チ
ェ
ッ
ク 

 

お
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
の
時
、石
鹸
の
つ
い
た
手
で
触

れ
る
と
乳
房
の
凸
凹
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。 

 

調
べ
る
乳
房
と
反
対
の
手
の
人
差
し
指
・中
指
・薬

指
の
３
本
を
く
っ
つ
け
て
、乳
房
に
触
れ
ま
す
。 

 

「の
」の
字
を
書
く
よ
う
に

指
を
動
か
し
ま
す
。 

 

し
こ
り
や
硬
い
こ
ぶ
が
な

い
か
、乳
房
の
一
部
が
硬
く

な
い
か
、脇
の
下
か
ら
乳
首

ま
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。 

 
乳
首
を
つ
ま
ん
で
分
泌
物

が
な
い
か
調
べ
ま
し
ょ
う
。血
性
の
場
合
は
受
診
が
必

要
で
す
。 

 

普
段
か
ら
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
や
下
着
に
付
着
物
が
な
い

か
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

  
*

鏡
の
前
で
チ
ェ
ッ
ク 

 

腕
を
高
く
上
げ
て
、ひ
き

つ
れ
、く
ぼ
み
、乳
輪
の
変

化
が
な
い
か
、乳
首
の
へ
こ

み
、湿
疹
が
な
い
か
の
確
認

も
重
要
で
す
。ま
た
、腕
を

腰
に
当
て
て
し
こ
り
や
く

ぼ
み
が
な
い
か
も
観
察
し

ま
す
。 

気
に
な
る
し
こ
り

や
変
化
を
見
つ
け
た
ら
、す
ぐ
に
乳
腺
専
門
の
医
療

機
関
で
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

当
院
で
は
、超
音
波
検
査
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。特
定
健
診
や
各
種
定
期
健
診
と

あ
わ
せ
て
受
診
し
、乳
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て

く
だ
さ
い
。 

新年のご挨拶 

 一昨年４月より、新しい体制になり、１年８ヶ月が経過しました。 

 即ち現在は、障害者病棟６０床、回復期リハビリテーション病棟３０

床、そして医療病棟２１床、計１１１床の病院となっています。以前より(２

７１床)規模は、小さくなりましたが中身の濃い病院を目指しています。 

 翻って医療界を見ますと厚生労働省は、２０２５年に向かって地域

医療構想を推し進めています。 

 即ち入院医療から在宅医療へと舵を切る為、まずは全国の公的

病院の整理統合を開始しようとしています。ダーウインの進化論で述

べていますように力の強いものが生き残るのではなく、変化に適応す

るものが生き残るのです。 

 当院も変化する医療情勢を見ながら 

対応し、なおかつ緑あふれる環境を生か 

しながら、患者さまご家族さまの視点に 

立った病院を目指し、職員一同一丸 

となって頑張ることを祈念して新年の 

ご挨拶と致します。 

     院 長  松尾 功啓 

 令和２年 

 新年、明けましておめでとうございます。 

 医療法人晴風園としては大きな変革を乗り越え丸２年が過ぎよう

としています。 

 医療療養の中心であります今井病院の１１１床は、回復期リハビリ

テーション３０床、医療療養２１床、身体障害者病棟６０床の構成とな

り、急速から緩徐な在宅復帰をリハビリテーションを基盤に進めて行く

働きを担っています。近隣の三つの介護老人保健施設、せいふう猪

名川１２０床、ふれあい大島２９床、せいふう若葉８０床の計２２９床と、

またグループホームせいふう北田原１８床を加えて、医療から介護、

そして在宅までの慢性期医療・介護を大きく連携して支えています。 

 あらゆる方々がその時の病状や体力に応じて、適切な病院あるい

は施設にて、十分に療養していただけるよう、私たちは努力していき

ます。 

 周辺の急性期病院、診療所、居宅支援事務所、訪問系施設、行

政機関と共に地域完結の輪をひろげて

行けることが目標です。 

 「順番待ちをしても入りたい、家族を託

したい」と思っていただける施設・組織で

ありたいと願っています。 

 今年も職員一同、頑張ってまいります

ので、よろしくお願い申し上げます。                  

     理事長  植松 正保 

 今年も無事に新しい年を迎えることができまし

た。昨年は、障害者病棟２年目でした。病棟目標

である「その人らしく個別性のある継続した看護」

の実践がじっくりできたと思います。今年もひとり

ひとりの患者さまに適したその人らしい生活を考

えながら、チーム一丸となり、安心して療養できる

よう患者さま、ご家族さまに寄り添った看護を目

指します。優しさと笑顔あふれる病棟作りをして

いきたいと思います。 

       （２病棟師長  片岡 真理） 

 ２０１９年４月より回復期病棟師長とし配属され、

気がつけば、回復期病棟ではじめての新年を迎

えました。今年は、広い視野を持ってリーダーシッ

プを発揮し、職場環境の整理や回復期における

看護の質の向上につなげていけるよう努力して

いきたいと思います。  

 明るく、前向きに、笑顔を絶やさずをモットーに

頑張っていきたい思います。      

    （３-３病棟師長  宮﨑 亜誇） 

 ３－２病棟は、医療療養病棟です。当病棟師

長となり、９ヶ月が経過しました。 

 当初３１床が昨年の７月より２１床に減床し、業

務改善等に取り組んでまいりました。 

 「患者さまとスタッフにとって居心地の良い病

棟」を病棟目標に日々頑張っています。 

 今後、病院の体制がどんなに変わろうとも、こ

の目標が達成できるよう努力していきたいと思っ

ています。 

（３-２病棟師長  福田 まり子） 


